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きなくなった。尚、LC3と Cx43は実験 3日から継続して発現が認められた。 























LC3と Cx43は実験 3日から継続して発現が認められた。 
本研究は骨誘導再生法を in vitroでシミュレーションしたものといえるが、以上の結果から、骨
芽細胞様細胞に分化したヒト骨由来間葉系幹細胞は生体吸収性のコラーゲンゲルの中で、細胞間で
情報交換しながら、骨様組織の形成および細胞間基質の更新に働くとともに、細胞自身もオートフ
ァジー変性を起こすことにより、新しい細胞へと交替して行く可能性が示唆された。 
本論文は、今まで研究が進んでいなかった、生体吸収性コラーゲンゲル内でのヒト骨由来間葉系
幹細胞と細胞間基質の変化の様相を明らかにした点において、博士（歯学）の学位を授与するに値
すると判定した。 
なお、外国語１か国語（英語）について試問を行った結果、合格と認定した。 
